
文：常滑市　　译：赵宏　汪鑫

难度指数

招
まね

き猫
ねこ

日
に

本
ほん

一
いち

のまち、常
とこ

滑
なめ

市
し

で「ハッピー」を招
まね

こう
招福！日本第一的招财猫产地 —— 常滑市

常
とこ

滑
なめ

市
し

の概
がい

要
よう

常滑市简介

　常
とこ

滑
なめ

市
し

は、愛
あい

知
ち

県
けん

の知
ち

多
た

半
はん

島
とう

の西
にし

海
かい

岸
がん

に位
い

置
ち

する

市
し

で、人
じん

口
こう

は約
やく

5.8万
まん

人
にん

です。市
し

の沖
おき

合
あい

には人
じん

工
こう

の

島
しま

があり、中
ちゅう

部
ぶ

国
こく

際
さい

空
くう

港
こう

セントレアや愛
あい

知
ち

県
けん

国
こく

際
さい

展
てん

示
じ

場
じょう

（Aichi Sky Expo）が立
りっ

地
ち

しています。

　 空
くう

港
こう

から 市
し

街
がい

地
ち

まで は 電
でん

車
しゃ

または 車
くるま

で 約
やく

5 分
ふん

で

す。名
な

古
ご

屋
や

駅
えき

からも、名
な

古
ご

屋
や

鉄
てつ

道
どう

で約
やく

30分
ぷん

、車
くるま

で

約
やく

40分
ぷん

と都
と

市
し

部
ぶ

からのアクセスも 良
りょう

好
こう

です。旅
たび

の最
さい

初
しょ

や最
さい

後
ご

に 訪
おとず

れる観
かん

光
こう

客
きゃく

も多
おお

く、2024年
ねん

は国
こく

内
ない

外
がい

合
あ

わせて478万
まん

人
にん

が常
とこ

滑
なめ

市
し

を訪
おとず

れています。

　　常滑市位于日本爱知县知多半岛的西海岸，人口约

5.8万。该市海域内建有人工岛，中部国际机场“新

特丽亚”和爱知县天空展览馆“Aichi Sky Expo”都建

于岛上。

　　从机场出发，乘坐电车或驾车仅需约5分钟即可到

达常滑市市区。从其他城市前往该市的交通也很便利，

从名古屋站出发，乘坐名古屋铁道公司的电车约30分

钟，驾车约40分钟即可到达。许多游客会将常滑市作为

日本之旅的第一站或最后一站，2024年曾有478万国内

外游客来到该市游玩。
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やきもののまち　常
とこ

滑
なめ

“陶瓷器之乡”常滑市

　常
とこ

滑
なめ

市
し

は、愛
あい

知
ち

県
けん

の知
ち

多
た

半
はん

島
とう

に位
い

置
ち

する「やきもの

のまち」として長
なが

い歴
れき

史
し

を誇
ほこ

っています。その起
き

源
げん

は平
へい

安
あん

時
じ

代
だい

末
まっ

期
き

までさかのぼり、約
やく

1000年
ねん

にわたって窯
よう

業
ぎょう

が受
う

け継
つ

がれてきました。日
に

本
ほん

遺
い

産
さん

にも認
にん

定
てい

された

「日
に

本
ほん

六
ろく

古
こ

窯
よう

」の一
ひと

つとして、広
ひろ

く知
し

られています。

　市
し

内
ない

には、かつて窯
よう

業
ぎょう

が 盛
さか

んだった時
じ

代
だい

の風
ふ

情
ぜい

を

色
いろ

濃
こ

く残
のこ

す「やきもの散
さん

歩
ぽ

道
みち

」があり、観
かん

光
こう

客
きゃく

に人
にん

気
き

のスポットになっています。

　この散
さん

歩
ぽ

道
みち

には1930年
ねん

代
だい

頃
ごろ

の焼
や

き物
もの

の産
さん

地
ち

の風
ふう

景
けい

が残
のこ

っています。レンガづくりの煙
えん

突
とつ

、当
とう

時
じ

焼
や

き物
もの

を

焼
や

いた登
のぼ

り窯
がま

の跡
あと

、黒
くろ

板
いた

塀
べい

の建
たて

物
もの

などが点
てん

在
ざい

し、写
しゃ

真
しん

映
ば

えするような情
じょう

緒
ちょ

ある風
ふう

景
けい

が続
つづ

きます。散
さん

歩
ぽ

道
みち

の

各
かく

所
しょ

には、現
げん

代
だい

の陶
とう

芸
げい

作
さっ

家
か

のアトリエやギャラリー、

地
じ

元
も と

産
さ ん

の 食
しょく

材
ざ い

を 使
つ か

った 料
りょう

理
り

を 提
て い

供
きょう

す る カフェや

ベーカリーなどが 軒
のき

を 連
つら

ねています。細
ほそ

い道
みち

に足
あし

を

踏
ふ

み 入
い

れれば、きっと 心
こころ

躍
おど

るような 発
はっ

見
けん

があること

でしょう。

　常
とこ

滑
なめ

の焼
や

き物
もの

で特
とく

に人
にん

気
き

が高
たか

いのが、朱
しゅ

泥
でい

を用
もち

い

た「常
とこ

滑
なめ

焼
やき

急
きゅう

須
す

」です。赤
あか

茶
ちゃ

色
いろ

の風
ふう

合
あ

いが美
うつく

しく、

目
め

の細
こま

かい土
つち

が生
う

むなめらかな肌
はだ

触
ざわ

りと優
すぐ

れた保
ほ

温
おん

性
せい

が特
とく

徴
ちょう

で、お茶
ちゃ

を楽
たの

しむ方
かた

や茶
ちゃ

器
き

にこだわる方
かた

に

は、ぜ ひ 手
て

に 取
と

っていただきたい 逸
いっ

品
ぴん

です。 市
し

内
ない

で

は、通
つう

常
じょう

よりもお得
とく

な産
さん

地
ち

価
か

格
かく

で購
こう

入
にゅう

することがで

き、お土
み や げ

産としても喜
よろこ

ばれています。
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　　位于日本爱知县知多半岛的常滑市是有名的陶瓷器

之乡，历史悠久。常滑陶瓷器的起源可追溯至日本平安

时代末期，其陶瓷产业历经千年，传承至今。常滑烧陶

窑被认定为“日本六大古窑”之一，广为人知。

　　在常滑市市内有一条“陶瓷产业步行街”，这条街

道保留着陶瓷产业盛行时代的浓郁风情，现已成为游客

观光的人气景点。

　　这条步行街还留有20世纪30年代陶瓷器产地的痕

迹。街上散布着砖砌的烟囱、过去烧制陶瓷器的窑炉留

下的遗迹，有黑色院墙的建筑物等，形成了一道独具风

情的景色，非常适合拍照。步行街各处现代陶艺家的工

作室、美术馆，以及供应使用当地食材制作的美食的咖

啡店和面包房鳞次栉比。走进窄长的街道，你一定会获

得令你心动的发现。

　　在常滑市出产的陶瓷器中，格外受欢迎的是使用朱

泥制作的常滑烧茶壶。这种茶壶红棕色的壶身非常漂

亮，细腻的陶土给予它光滑的触感和优良的保温性，这

些特点使它成为喜欢喝茶、讲究茶具的行家不可错过的

珍品。并且，游客在当地可以以比平时更加划算的产地

价格购入，常滑烧茶壶作为伴手礼也十分受欢迎。
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招
まね

き猫
ねこ

日
に

本
ほん

一
いち

！ 招财猫产量居日本首位！

　 常
とこ

滑
なめ

市
し

は「 招
まね

き 猫
ねこ

のまち」としても 知
し

られていま

す。招
まね

き猫
ねこ

の生
せい

産
さん

日
に

本
ほん

一
いち

を誇
ほこ

り、市
し

内
ない

を歩
ある

くと、いた

るところで大
だい

小
しょう

さまざまな招
まね

き猫
ねこ

のオブジェが出
で

迎
むか

え

てくれます。

　特
とく

に、「とこなめ招
まね

き猫
ねこ

通
どお

り」には、歩
ほ

道
どう

沿
ぞ

いの壁
かべ

に陶
とう

器
き

の招
まね

き猫
ねこ

が39体
たい

設
せっ

置
ち

されています。その1体
たい

1体
たい

に異
こと

なる御
ご

利
り

益
やく

が込
こ

められているのが特
とく

徴
ちょう

です。自
じ

分
ぶん

のお気
き

に入
い

りの1体
たい

を見
み

つけてください。

　招
まね

き猫
ねこ

通
どお

りの 上
じょう

方
ほう

には、「見
み

守
まも

り猫
ねこ

とこにゃん」と

呼
よ

ばれる巨
きょ

大
だい

な招
まね

き猫
ねこ

のモニュメントがあり、3.8 m、

幅
はば

6.3 mと圧
あっ

巻
かん

の大
おお

きさです。愛
あい

らしい 姿
すがた

で毎
まい

日
にち

、常
とこ

滑
なめ

の街
まち

を見
み

守
まも

っています。

　日
に

本
ほん

で「招
まね

き猫
ねこ

」と言
い

えば、大
おお

きな目
め

と耳
みみ

、丸
まる

みの

あるフォルムに愛
あい

嬌
きょう

たっぷりの顔
かお

、そして金
きん

色
いろ

の小
こ

判
ばん

を抱
かか

えた姿
すがた

ですが、このユーモラスで親
した

しみやすいス

タイルは、実
じつ

は「常
とこ

滑
なめ

系
けい

」と言
い

われています。

　招
まね

き猫
ねこ

が掲
かか

げる前
まえ

足
あし

には意
い

味
み

があります。右
みぎ

手
て

を

挙
あ

げている招
まね

き猫
ねこ

は「お金
かね

」を招
まね

く、左
ひだり

手
て

を挙
あ

げて

いる招
まね

き猫
ねこ

は「人
ひと

」を招
まね

くと言
い

われています。最
さい

近
きん

で

は、白
しろ

だけでなく、赤
あか

や緑
みどり

、さらには金
きん

色
いろ

など、様
さま

々
ざま

な色
いろ

の招
まね

き猫
ねこ

も作
つく

られており、色
いろ

ごとに異
こと

なる願
ねが

い

事
ごと

が込
こ

められています。それぞれの色
いろ

にどんな願
ねが

いが

込
こ

められているかは、常
とこ

滑
なめ

市
し

までぜひ確
たし

かめに来
き

てく

ださい。
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　　常滑市以“招财猫之乡”之名著称，招财猫产量居

日本首位。漫步在城市中，随处可见大大小小、各式各

样的招财猫雕塑。

　　特别值得一提的是，“常滑招财猫大道”沿途的

墙壁上展示着39只陶制招财猫，每只都有不同的福运寓

意。您可以试着找到自己喜欢的那只。

　　招财猫大道的上方还有一座巨大的招财猫雕塑，该

雕塑高3.8米，宽6.3米，人们称它为“常滑守护喵”。它每

天都以可爱的姿态守护着常滑市。

　　在日本，一提到“招财猫”，大家想到的都是它有

着大大的眼睛和耳朵，脸庞圆润，憨态可掬，还会抱着

金币。实际上，这种有趣又惹人喜爱风格的招财猫正是

“常滑系招财猫”。

　　招财猫举起的前爪有着特殊意义，一般来说，举起

右爪象征招财，举起左爪象征招客。最近还出现了各种

不同颜色的招财猫，比如白色的、红色的、绿色的，甚

至是金色的，分别代表着不同的祈愿。每天都请来常滑

市看一看，了解一下各种颜色的招财猫所代表的祈愿

吧。
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常
とこ

滑
なめ

のグルメ 常滑市的美食

　常
とこ

滑
なめ

のもうひとつの魅
み

力
りょく

は、豊
ゆた

かな自
し

然
ぜん

と気
き

候
こう

に

育
はぐく

まれた地
じ

元
もと

のグルメです。

　常
とこ

滑
なめ

市
し

の沖
おき

に広
ひろ

がる海
うみ

は、木
き

曽
そ

三
さん

川
せん

と呼
よ

ばれる木
き

曽
そ

川
がわ

・長
なが

良
ら

川
がわ

・揖
い

斐
び

川
がわ

から流
なが

れ込
こ

む豊
ほう

富
ふ

な栄
えい

養
よう

によ

　　在丰富的自然资源和气候环境中孕育而成的当地美

食也是常滑市魅力的加分项。

　　木曾三川（木曾川、长良川、揖斐川）的汇入带来

了丰富的养分，因此常滑市近海成为一片丰饶之海，出

产了优质的海产品。其中，鬼崎海苔以它独特的鲜味、

香气以及薄脆的口感受到高度认可，是令全日本的美食

家都赞不绝口的美味。

　また、醸
じょう

造
ぞう

文
ぶん

化
か

も常
とこ

滑
なめ

の特
とく

色
しょく

のひとつです。市
し

内
ない

には、伝
でん

統
とう

的
てき

な製
せい

法
ほう

にこだわる老
し に せ

舗の酒
さか

蔵
ぐら

や、ソニー

の創
そう

業
ぎょう

者
しゃ

・盛
もり

田
た

昭
あき

夫
お

氏
し

とゆかりのある酒
さか

蔵
ぐら

があり、

いずれも1600年
ねん

代
だい

後
こう

半
はん

の創
そう

業
ぎょう

から現
げん

代
だい

まで、常
とこ

滑
なめ

市
し

で日
に

本
ほん

酒
さか

造
づく

りを続
つづ

けています。

　　另外，酿酒文化也是常滑市的一大特色。在常滑市

市内，有追求传统制酒法的老字号酒厂，还有与索尼公

司创始人盛田昭夫颇有渊源的酒厂，这些酒厂自17世纪

下半叶创建以来，一直酿造日本酒，直至现代。

って、良
りょう

質
しつ

な海
うみ

の幸
さち

が育
そだ

つ「豊
ゆた

かな海
うみ

」となっていま

す。中
なか

でも「鬼
おに

崎
ざき

海
の り

苔」は、その旨
うま

味
み

と香
かお

り、歯
は

切
ぎ

れ

の良
よ

さが高
たか

く評
ひょう

価
か

され、全
ぜん

国
こく

の食
しょく

通
つう

も唸
うな

らせる銘
めい

品
ひん

です。
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　さらに、市
し

内
な い

で は や きも の の 工
こ う

場
じょう

や古
こ

民
みん

家
か

をリ

ノベーションしたレストランやカフェが増
ふ

えており、オシ

ャレで落
お

ち着
つ

いた雰
ふん

囲
い

気
き

のお店
みせ

が多
おお

くあります。また

市
し

内
ない

50以
い

上
じょう

の店
てん

舗
ぽ

では、地
じ

元
もと

作
さっ

家
か

が作
つく

った常
とこ

滑
なめ

焼
やき

の

器
うつわ

で料
りょう

理
り

や飲
の

み物
もの

を提
てい

供
きょう

しています。

　　此外，在常滑市市内，由陶瓷器工厂或老房子翻修

而成的餐厅、咖啡馆越来越多，其中有许多装修时尚、

环境雅致的店铺。市内还有超过五十家店铺会使用当地

工匠烧制的常滑烧餐具来盛放美食和饮品。

　味
あじ

はもちろん、地
ち

域
いき

の歴
れき

史
し

や雰
ふん

囲
い

気
き

を感
かん

じながら

おいしい 食
しょく

事
じ

を楽
たの

しんでいただけるのは、常
とこ

滑
なめ

市
し

な

らではの体
たい

験
けん

です。

　　美食自不必说，能够在感受当地历史和氛围的同时

享用这些美食，是在常滑市才能拥有的体验。

15
YIFANRIBENYU



思
おも

い出
で

に残
のこ

る体
たい

験
けん

をしよう 进行一次难忘的体验

　常
とこ

滑
なめ

市
し

では、「見
み

る」観
かん

光
こう

だけでなく、自
みずか

ら「体
たい

験
けん

する」観
かん

光
こう

も 充
じゅう

実
じつ

しています。やきものの町
まち

なので、も

ちろん陶
とう

芸
げい

体
たい

験
けん

も楽
たの

しむことができます。

　ろくろを使
つか

って本
ほん

格
かく

的
てき

な作
さく

品
ひん

づくりに 挑
ちょう

戦
せん

するこ

ともできますし、より気
き

軽
がる

に楽
たの

しめる「招
まね

き猫
ねこ

の絵
え

付
つ

け体
たい

験
けん

」も人
にん

気
き

です。自
じ

分
ぶん

だけの招
まね

き猫
ねこ

を持
も

ち帰
かえ

れ

ば、世
せ

界
かい

に一
ひと

つだけの旅
たび

の記
き

念
ねん

品
ひん

になることでしょう。

　陶
とう

芸
げい

以
い

外
がい

にも、伝
でん

統
とう

的
てき

な「藍
あい

染
ぞ

め」の体
たい

験
けん

や酒
さか

蔵
ぐら

見
けん

学
がく

など、様
さま

々
ざま

なコンテンツがそろっています。

　季
き

節
せつ

によっては「いちご狩
が

り」も楽
たの

しみのひとつ。1

月
がつ

から5月
がつ

には、鮮
あざ

やかな完
かん

熟
じゅく

いちごを思
おも

う存
ぞん

分
ぶん

堪
たん

能
のう

できます。甘
あま

くてみずみずしいいちごをその場
ば

で味
あじ

わ

う贅
ぜい

沢
たく

は、まさ に旬
しゅん

の楽
たの

しみ。

　地
ち

域
いき

の魅
み

力
りょく

を「知
し

る」「感
かん

じる」「味
あじ

わう」ことがで

きる体
たい

験
けん

型
がた

観
かん

光
こう

は、特
とく

別
べつ

な体
たい

験
けん

として、皆
みな

さんの記
き

憶
おく

に残
のこ

り続
つづ

けることでしょう。

16
YIFANRIBENYU

文化之旅 城市画报



　常
とこ

滑
なめ

市
し

は、古
ふる

くから受
う

け継
つ

がれてきたやきもの歴
れき

史
し

と、豊
ゆた

かな自
し

然
ぜん

の恵
めぐ

みを感
かん

じることができる地
ち

域
いき

です。きっと、いろいろな世
せ

代
だい

の方
かた

に満
まん

足
ぞく

していただけ

ることでしょう。

　　游客在常滑市可以感受到这座城市自古相承的陶瓷

器历史底蕴和源自大自然的丰富馈赠。在这里，不同年

龄层游客的需求都能得到满足。

　　在常滑市，不仅可以进行游览式观光，还可以进行

体验式观光。因为这里是陶瓷器之乡，所以游客自然可

以在当地体验制作陶瓷器。

　　大家可以挑战使用陶轮制作正宗的陶瓷器，此外，

更易上手的招财猫彩绘体验活动也十分受欢迎。带着自

己专属的招财猫回家，它将成为世界上独一无二的旅行

纪念品。

　　除了陶瓷器制作，还有传统的蓝染工艺体验和酒窖

观光体验等其他各种体验活动。

　　在草莓成熟的季节采摘草莓也十分有趣。每年1月

至5月期间，游客可以尽情享用新鲜的、熟透的草莓。

就地品尝甜美多汁的草莓，这是在当季才能有的口福。

　　体验式观光能够使游客通过了解、感受、品尝来领

略当地的魅力，这种观光形式将作为一段特别的经历铭

刻在大家的记忆中。

交
こう

通
つう

アクセス 交通路线
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制
せい

作
さく

協
きょう

力
りょく

：日
に

本
ほん

国
こく

自
じ

治
ち

体
たい

国
こく

際
さい

化
か

協
きょう

会
かい

北
ペ

京
キン

事
じ

務
む

所
しょ

（CLAIR，Beijing）

本文协助单位：日本国自治体国际化协会北京事务所（CLAIR，Beijing）

　こんな魅
み

力
りょく

的
てき

なエリアやコンテンツは、国
こく

際
さい

空
くう

港
こう

のすぐ 目
め

の 前
まえ

にあります。 中
ちゅう

部
ぶ

国
こく

際
さい

空
くう

港
こう

セントレア

は、実
じつ

は常
とこ

滑
なめ

市
し

の中
なか

にあります。日
に

本
ほん

に到
とう

着
ちゃく

して、飛
ひ

行
こう

機
き

から降
お

り立
た

てば、あなたはもう常
とこ

滑
なめ

市
し

にたどり着
つ

いています。日
に

本
ほん

で最
さい

初
しょ

に楽
たの

しむ場
ば

所
しょ

として、また帰
き

国
こく

する前
まえ

の最
さい

後
ご

の思
おも

い出
で

の場
ば

所
しょ

に最
さい

適
てき

なところです。

　また、名
な

古
ご

屋
や

駅
えき

からも鉄
てつ

道
どう

でわずか30分
ぷん

と至
し

近
きん

距
きょ

離
り

です。一
ひと

味
あじ

違
ちが

う、こだわりの日
に

本
ほん

旅
りょ

行
こう

の訪
ほう

問
もん

先
さき

に、

ぜひ常
とこ

滑
なめ

市
し

を加
くわ

えてみてはいかがでしょうか。

飛
ひ

行
こう

機
き

でお越
こ

しの方
かた

・�中
ちゅう

部
ぶ

国
こく

際
さい

空
くう

港
こう

セントレアから常
とこ

滑
なめ

駅
えき

まで、名
めい

鉄
てつ

電
でん

車
しゃ

約
やく

5分
ふん

、車
くるま

約
やく

5分
ふん

車
くるま

でお越
こ

しの方
かた

（常
とこ

滑
なめ

I.C.まで）

・名
な

古
ご

屋
や

駅
えき

から、約
やく

40分
ぷん

・東
とう

京
きょう

駅
えき

から、約
やく

4時
じ

間
かん

・大
おお

阪
さか

駅
えき

から、約
やく

2時
じ

間
かん

30分
ぷん

新
しん

幹
かん

線
せん

・電
でん

車
しゃ

でお越
こ

しの方
かた

（常
とこ

滑
なめ

駅
えき

まで）

・名
な

古
ご

屋
や

駅
えき

から、名
な

古
ご

屋
や

鉄
てつ

道
どう

で、約
やく

30分
ぷん

・�東
とう

京
きょう

駅
えき

から、新
しん

幹
かん

線
せん

と 名
な

古
ご

屋
や

鉄
てつ

道
どう

で、 約
やく

2 時
じ

間
かん

20分
ぷん

・�新
しん

大
おお

阪
さか

駅
えき

から、新
しん

幹
かん

線
せん

と名
な

古
ご

屋
や

鉄
てつ

道
どう

で、約
やく

1時
じ

間
かん

30分
ぷん

　　如此充满魅力的城市和观光项目与国际机场近在咫

尺。中部国际机场新特丽亚就位于常滑市，所以当您抵

达日本、下飞机的同时，就已经身处常滑市了。这里非

常适合作为您日本之行的第一站，也很适合作为回国前

的最后一站留下美好回忆。

　　从名古屋站乘坐电车的话，仅需30分钟即可到达常

滑市，距离很近。想要体验独具特色、别致讲究的日本

之旅，不妨试试将常滑市加入您的行程吧。

乘坐飞机的游客

・�中部国际机场新特丽亚至常滑站，乘坐名古屋铁道

公司的电车约需5分钟，驾车约需5分钟

驾车的游客（至常滑出口）

・从名古屋站出发，约需40分钟

・从东京站出发，约需4小时

・从大阪站出发，约需2小时30分钟

乘坐新干线、电车的游客（至常滑站）

・�从名古屋站出发，乘坐名古屋铁道公司的电车，约需

30分钟

・�从东京站出发，乘坐新干线、名古屋铁道公司的

电车，约需2小时20分钟

・�从新大阪站出发，乘坐新干线、名古屋铁道公司的

电车，约需1小时30分钟
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